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第１８回 ジョセフ・サミュエル・ナイ、Jr. 
 

（１）プロフィール 

ソフト・パワー (soft power)の概念を打ち立てたのはジョセフ・サミュエ

ル・ナイ・ジュニア(Joseph Samuel Nye, Jr. 1937- )である。 

 

 ナイの造語である「ソフト・パワー」も必ずしも新しい概念ではないが、 

 パワーを軍事力やＧＮＰなど物的なものでアクターを動かすことだと考 

 えていた人々にとっては新鮮さがあった。（１） 

 
ナイは一般的に「ソフト・パワー」の提唱者として紹介されることが多いが、

ナイとはどんな人物であろうか。 
 
Joseph S. Nye Jr., University Distinguished Service Professor,  

is also the Sultan of Oman Professor of International Relations 

and former Dean of the Kennedy School. He received his bachelor's 

degree summa cum laude from Princeton University, did post- 

graduate work at Oxford University on a Rhodes Scholarship, and  

earned a PhD in political science from Harvard. He has served 

as Assistant Secretary of Defense for International Security  

Affairs, Chair of the National Intelligence Council, and Deputy  

Under Secretary of State for Security Assistance, Science and 

Technology. In 2004, he published Soft Power: The Means to Success  

in World Politics; Understanding International Conflict (5th 

edition); and The Power Game: A Washington Novel.（２） 

 

1964年に国際問題研究研究所（現在のウェザーヘッド国際問題研究所）のデ

ィレクタ―に就任し、その後はカーター政権下では国務次官補、エネルギー

省核拡散防止に関する安全保障グループ議長、国家情報会議議長などを歴任。

1994年～1995年にはクリントン政権下では安全保障担当国防次官補を務め、
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「東アジア戦略報告」（ナイ・レポート）を作成したことでも知られている。

また、2000年には対日外交に関する提言としてリチャード・アーミテージら

と超党派で作成した「アーミテージ・レポート」、2007 年にも「日米同盟―

2020年に向かってのアジアの構築（U.S.-Japan Alliance: Getting Asia 

Right through 2020」のとりまとめを行った。 

 

（２）おもな著作 

 翻訳の出版されているいないものもあるが、幾つか紹介しておきたい。 

 
Pan-Africanism and East African Integration, (Harvard University 

Press, 1966).  
Peace in Parts: Integration and Conflict in Regional Organization, 

 (Little, Brown, 1971).  
Nuclear Ethics, (Free Press, 1986).  
土山實男訳『核戦略と倫理』（同文舘出版, 1988年）  
Bound to Lead: the Changing Nature of American Power, (Basic Books, 
  1990).  
久保伸太郎訳『不滅の大国アメリカ』（読売新聞社, 1990年）  
Understanding International Conflicts: An Introduction to Theory and 
  History, (HarperCollins, 1993, 2nd ed. 1997, 3rd ed., 2000, 4th ed., 

 2003, 5th ed., 2005, 6th ed., 2007, 7th ed., 2009)  
田中明彦・村田晃嗣訳『国際紛争――理論と歴史』（有斐閣, 2002年／原 
書4版, 2003年／原書5版, 2005年／原書6版, 2007年／原書7版,  
2009年）  

The Paradox of American Power: Why the World's Only Superpower 
 can't Go It Alone, (Oxford University Press, 2002).  

山岡洋一訳『アメリカへの警告――21世紀国際政治のパワー・ゲーム』 
（日本経済新聞社, 2002年）  

Soft Power: The Means to Success in World Politics, (Perseus Books 
Group, 2004).  
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山岡洋一訳『ソフト・パワー――21世紀国際政治を制する見えざる力』 
（日本経済新聞社, 2004年）  

Power in the Global Information Age: From Realism to Globalization, 
 (Routledge, 2004).  

The Powers to Lead, (Oxford University Press, 2008).  
北沢格訳『リーダー・パワー――21世紀型組織の主導者のために』（日本 
 経済新聞社、2008年） 

 
上記のものには共著や編著のものは含まれていない。 
 
 
注 
(1) 北岡元「ナイ、ジョセフ」（猪口孝他編『国際政治学事典』弘文堂、2005

年12月）、p.713. 

(2) http://www.hks.harvard.edu/about/faculty-staff-directory/ 

  joseph-nye（2010年3月5日） 

 


